
平成21年度の予算と主な事業
町職員を募集します
まちのわだい
Dr.健康コラム
はるその常北高校
お知らせ
裁判員制度スタート！！
文芸しろさと
桂図書館資料館＆コミセンだより
１才になりました
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心
や
す
ら
ぐ
自
然
環
境
の
な
か
で

　
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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平
成
21
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、
依
然
、
地
方
交
付
税
に
依
存
し

た
財
政
体
質
に
あ
り
、
歳
出
に
お
い

て
は
、
人
件
費
、
補
助
費
、
公
債
費

等
の
経
常
経
費
が
高
い
割
合
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
限
り
あ
る
財
源

を
有
効
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
こ

と
を
心
掛
け
、
新
た
な
事
業
は
必
要

自
然
環
境･

景
観
の
保
全

●
居
住
環
境
と
自
然
環
境
の
調
和
す

る
計
画
的
な
土
地
利
用
を
進
め
ま
す
。

環
境
対
策
の
推
進

●
廃
食
用
油
の
回
収
を
促
進
し
、
再

資
源
化
に
努
め
、
環
境
負
荷
の
少
な

い
社
会
の
構
築
、
住
民
総
参
加
に
よ

る
環
境
保
全
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｕ
　
Ｄ
　
監
視
員

や
警
察
等
と
連
携
し
、
不
法
投
棄
防

止
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

道
路
交
通
体
系
の
整
備

●
桂
地
区
の
県
道
阿
波
山
徳
蔵
線
の

路
線
延
長
区
間
（
三
ツ
塙
線
）
と
、

七
会
地
区
の
町
道
徳
蔵
倉
見
線
に
つ

最
小
限
と
し
、
義
務
的
経
費
及
び
法

令
に
基
づ
く
事
業
や
緊
急
性
・
継
続

性
の
あ
る
事
業
を
中
心
と
し
た
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。

厳
し
さ
が
続
く
財
政
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
町
民
が
真
の
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た

め
、
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

い
て
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
工
事
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
の
足
の

確
保
の
た
め
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
ふ

れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
」
の
さ
ら
な
る
利

用
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

●
町
外
へ
の
通
学
、
通
院
等
の
日
常

生
活
を
支
え
る
交
通
手
段
に
つ
い
て

は
、
路
線
バ
ス
会
社
に
継
続
的
な
運

行
の
維
持
を
求
め
、
県
や
関
係
市
町

村
と
一
体
と
な
り
住
民
の
利
便
性
向

上
に
鋭
意
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

上
・
下
水
道
の
整
備

●
現
在
、
町
の
上
水
道
普
及
率
は
、

９
２
　
６
パ
ー
セ
ン
ト
。
引
き
続
き

統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
、
水

道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
を
推
進
し
、

未
給
水
地
域
の
解
消
に
向
け
整
備
を

進
め
、
普
及
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
平
成
３
年
度
か
ら
那
珂
久
慈
流
域

関
連
下
水
道
事
業
と
し
て
、
現
在
認

可
区
域
面
積
２
７
１
ha
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
末
ま
で

に
は
、
石
塚
、
那
珂
西
及
び
上
泉
、

上
青
山
、
下
青
山
地
区
の
一
部
を
含

め
２
１
５
　
６
ha
の
区
域
の
整
備
が

完
了
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
未

整
備
地
区
31
ha
の
認
可
拡
大
申
請
を

行
い
引
き
続
き
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
は
、
粟
、
阿
波
山
、
上
圷
、

下
圷
地
区
の
整
備
が
完
了
し
、
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
か

ら
は
、
下
阿
野
沢
・
上
阿
野
沢
、
御

前
山
、
高
根
地
区
の
認
可
区
域
91
ha

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
平
成
21
年

度
は
「
か
つ
ら
水
処
理
セ
ン
タ
ー
」

の
増
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
稼
動
し
て
い
る
上
入
野
、
青

山
、
北
方
高
久
、
孫
根
地
区
施
設
へ

の
接
続
向
上
に
努
め
効
率
的
な
稼
動

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
維
持
管
理
費

の
節
減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成

19
年
度
に
工
事
着
工
し
ま
し
た
古
内

地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
平
成
20
年
度
に
開
始
し
た
県
森
林

湖
沼
環
境
税
導
入
に
よ
る
単
独
処
理

浄
化
槽
撤
去
補
助
事
業
と
併
せ
、
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
整
備
促
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

公
園
・
緑
地
の
整
備
と
緑
化
の
推
進

●
公
園
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど
の

維
持
を
図
り
、
良
好
な
景
観
の
生
活

環
境
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

消
防
・
救
急
・
防
災
の
推
進

●
昨
年
は
建
物
火
災
８
件
を
含
む
15

件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
昨
年
発
足
し
た
城
里
町
消
防
団
の

組
織
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
各
種

訓
練
を
実
施
し
、
消
防
団
の
消
防
力

向
上
に
努
め
ま
す
。

●
救
急
業
務
の
円
滑
な
対
応
の
た
め
、

県
で
計
画
し
て
い
る
、
消
防
事
務
の

広
域
化
の
早
期
実
現
に
努
め
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
の
設
立
支
援
や
事

業
所
と
の
災
害
時
協
力
体
制
を
推
進

し
、
地
域
防
災
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
七
会
地
区
水
道
未
普
及
地
域
解
消

事
業
に
併
せ
て
消
火
栓
の
設
置
を
進

め
、
緊
急
時
の
水
利
を
確
保
し
ま
す
。

防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

●
昨
年
の
茨
城
県
の
交
通
死
亡
事
故

者
数
は
２
１
０
人
を
数
え
、
町
で
も

２
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
交
通
安
全
協
会
や
警
察
等
と
連

携
し
、
交
通
安
全
教
室
や
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
町
民
の
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と
も
に
支
え
あ
い
す
べ
て
の
人
が
元
気
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

2

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た

　
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

3

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

●
防
犯
に
つ
い
て
は
、
防
犯
連
絡
員

や
警
察
と
連
携
し
、
防
犯
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
取
り

組
み
、
町
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
に
お
け
る

事
故
、
犯
罪
の
発
生
の
未
然
防
止
対

策
と
し
て
防
犯
灯
を
整
備
し
ま
す
。

地
域
福
祉
の
充
実

●
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
も
と
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
し
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
及
び
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
育
成
支
援
な
ど
を
行
い
、
地
域

の
住
民
が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

●
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
」
に
基
づ
き
、
平
成
22
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
の
５
年
間
に
わ
た
る
後

期
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

●
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
の
更
な
る

拡
充
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
育

児
に
関
す
る
適
切
な
情
報
の
提
供
や

指
導
を
推
進
し
ま
す
。

●
今
年
度
か
ら
多
子
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
策
と
し
て
「
い
ば
ら
き

３
人
っ
こ
家
庭
応
援
事
業
」
に
基
づ

情
報
通
信
網
の
整
備
・
充
実

●
２
０
１
０
年
ま
で
に
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域
を
解
消
す
る
と
い

う
国
の
目
標
に
な
ら
い
、
町
で
は
、

民
間
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

平
成
22
年
度
ま
で
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

く
保
育
料
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
日
中
、
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

●
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢

者
が
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
健
康

で
、
ま
た
、
支
援
が
必
要
な
状
態
と

な
っ
て
も
周
囲
か
ら
十
分
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

障
害
者
福
祉
の
充
実

●
障
害
者
福
祉
計
画 (
第
２
期
計
画)

に
基
づ
き
、
障
害
者
施
策
の
再
構
築

や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
進
め
、

障
害
者
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

保
健
・
医
療
の
充
実

●
町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に
関
す

る
意
識
を
高
め
る
た
め
、
食
育
推
進

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

●
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
の
対

象
者
に
対
し
、
医
師
等
の
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
早
期
に
介
入
し
、
的
確
な
保

健
指
導
を
行
い
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
や
そ
の
予
備

群
を
計
画
的
に
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

●
小
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
対
象

と
し
た
医
療
費
の
助
成
を
継
続
し
て

農
林
業
の
振
興

●
新
規
就
農
者
支
援
事
業
の
助
成
制

度
を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
等
に
対

し
、
農
業
経
営
の
基
礎
的
知
識
・
技

術
等
習
得
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
の
育
成
、
集
落
営
農

組
織
及
び
法
人
化
に
向
け
た
各
生
産

組
織
の
支
援
に
力
を
入
れ
ま
す
。

●
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
に
つ
い

て
は
、
国･

県･

農
業
者
団
体
と
の
緊

密
な
連
携
の
も
と
、
食
料
自
給
率
の

向
上
や
生
産
調
整
面
積
達
成
を
推
進

し
な
が
ら
、
新
し
い
産
地
づ
く
り
対

策
へ
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

●
農
村
環
境
保
全
の
対
策
と
し
て
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

を
さ
ら
に
推
進
し
、
農
地
の
荒
廃
防

止
や
生
態
系
保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
地
域
資
源
を
活
か
し
た
都
市
住
民

と
の
滞
在
型
交
流
を
目
指
し
、
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
の
充
実

●
国
民
健
康
保
険
制
度
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
、
介
護
保
険
制
度
な
ど
、

社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
周
知
を
図

り
、
保
険
税(

料)

の
収
納
率
の
向
上
、

医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

推
進
し
ま
す
。

●
畜
産
は
、
家
畜
伝
染
病
に
注
意
を

払
い
、
各
種
防
疫
対
策
事
業
を
実
施

し
、
生
産
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
黒
毛
和
牛

の
繁
殖
牛
導
入
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
県
が
昨
年
よ
り
導
入
し
た
森
林
湖

沼
環
境
税
に
よ
る
事
業
等
を
積
極
的

に
活
用
し
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
は
じ
め

と
す
る
森
林
の
公
益
的
機
能
の
回
復

と
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

●
中
小
企
業
事
業
資
金
に
対
す
る
保

証
料
の
補
助
及
び
設
備
資
金
へ
の
利

子
の
補
給
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

●
雇
用
の
場
の
確
保
、
町
民
所
得
の

向
上
、
消
費
人
口
増
加
の
た
め
、
引

き
続
き
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図

り
、
優
良
企
業
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
進
出
企
業
及
び
用
地
提
供
者

に
対
し
て
は
、
今
後
も
企
業
立
地
奨

施政方針
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次
世
代
を
担
う
豊
か
な
心
の
育
成
と

歴
史
・
伝
統
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

4

住
民
と
行
政
が
と
も
に
手
を
と
り
あ
う

開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り

5

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

●｢

ふ
れ
あ
い
の
里｣

、｢

う
ぐ
い
す
の

里｣

、｢

山
び
こ
の
郷｣

に
対
し
効
果
的
、

効
率
的
な
運
営
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
活
動
を
強
化

し
、
集
客
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

●
健
康
増
進
施
設
「
ホ
ロ
ル
の
湯
」

に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向

上
と
効
果
的
、
効
率
的
な
運
営
へ
の

幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実

●
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
適
応
指
導
教
室
の

充
実
及
び
学
校
、
家
庭
、
地
域
と
の

連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
常
北
中
学
校
の
校
舎
の
改
築
に
向

け
た
実
施
設
計
の
推
進
と
、
学
校
施

設
の
耐
震
診
断
等
に
努
め
ま
す
。

●
小
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
学

校
再
編
検
討
協
議
会
の
答
申
を
基
に
、

実
施
計
画
策
定
委
員
会
の
中
で
、
適

正
規
模
や
適
正
配
置
に
つ
い
て
の
具

現
化
に
取
り
組
み
、
快
適
な
教
育
環

境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
事
務
事
業
に
つ
い
て

の
透
明
性
、
客
観
性
を
確
保
す
る
た

め
外
部
評
価
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
育
や

地
産
地
消
の
視
点
に
立
ち
、
地
元
産

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
町
内
居
住

者
に
対
す
る
半
額
利
用
券
等
の
積
極

的
な
広
報
を
実
施
し
、
町
民
の
健
康

増
進
や
憩
い
の
場
と
し
て
の
利
用
促

進
に
努
め
ま
す
。

●
観
光
協
会
・
町
・
商
工
会
・
Ｊ
Ａ

等
の
連
携
を
強
化
し
、
町
の
観
光
資

源
の
開
発
等
、
地
域
産
業
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

の
食
材
の
利
用
に
努
め
、
安
全
・
安

心
な
給
食
を
供
給
し
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●
生
涯
学
習
推
進
大
綱
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
本
計
画
を
基
本
と
し
、
体
系

的
、
合
理
的
な
事
業
の
推
進
に
努
め
、

各
地
域
の
町
民
の
交
流
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

●
学
習
機
会
や
各
種
講
習
会
、
施
設

を
町
民
が
利
用
す
る
と
き
等
、
必
要

な
と
き
に
必
要
な
情
報
が
入
手
で
き

る
よ
う
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
情
報
提
供
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
、
ふ
れ

あ
い
の
船
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
小
学
校
余
裕
教
室
の
活
用
、
地
域

住
民
と
の
交
流
活
動
等
を
行
い
、
放

課
後
の
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。

芸
術
・
文
化
の
振
興

●
『
第
23
回
国
民
文
化
祭
・
茨
城
２

０
０
８
』
文
芸
祭
開
催
で
盛
り
上
が

っ
た
文
芸
へ
の
気
運
を
、
芸
術
祭
や

各
種
の
行
事
へ
つ
な
げ
、
町
民
各
層

が
広
く
芸
術
文
化
に
親
し
み
や
す
い

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
住
民
と
行
政
の
「
協
働
」
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

自
治
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
各
種
施

策
へ
の
住
民
参
画
の
促
進
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
自
治
組
織
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

●
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
と
お

し
て
行
政
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
町
勢
を
広
く
町
内
外

に
知
ら
し
め
る
た
め
、
要
覧
を
作
成

し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
町

政
へ
の
「
町
民
参
画
の
機
会
」
を
確

保
し
ま
す
。

多
様
な
交
流
の
推
進

●
人
、
物
、
情
報
の
交
流
を
あ
ら
ゆ

る
媒
体
を
活
用
し
推
進
し
ま
す
。

人
権
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
の
推
進

●
国
の
「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す

る
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
学
校
教

育
や
社
会
教
育
に
お
い
て
人
権
教
育

に
取
り
組
み
、
人
権
問
題
に
対
す
る

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
情
報
冊
子
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

各
種
媒
体
を
用
い
て
情
報
を
発
信
し
、

広
く
町
民
に
理
解
を
求
め
、
文
化
財

の
保
存
と
継
承
に
努
め
ま
す
。

正
し
い
理
解
と
人
権
意
識
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
各
施

策
を
展
開
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

行
財
政
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化

●
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

合
併
後
の
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
現

行
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
行
財
政
運
営

の
合
理
化
・
効
率
化
に
対
応
で
き
る

プ
ラ
ン
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

●
組
織
機
構
の
見
直
し
や
事
務
事
業

の
簡
素
合
理
化
を
図
る
た
め
、
昨
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
行
政
評
価
制
度

を
推
進
し
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た

成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
財
政
の
健
全
化
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
町
税
の
徴
収
確
保
に
努
め
ま
す
。

納
税
者
の
税
負
担
の
公
平
性
を
図
る

た
め
積
極
的
に
滞
納
整
理
を
進
め
、

全
庁
的
に
徴
収
体
制
を
強
化
し
、
徴

収
率
の
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

施政方針

4
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都市建設課

広報紙発行及び町ホームページ事業・・・510万9千円

人事評価システム導入支援事業・・・・100万円

衆議院議員総選挙・・・1,061万1千円

城里町議会議員一般選挙・・・1,295万4千円

防火水槽修繕工事・・・120万円

消火栓設置負担金・・・900万円

防災行政無線屋外受信装置用マスト移設工事・・・126万円

自主防災組織育成補助金・・・195万円

デマンド交通システム運行補助・・・1,540万円

行政評価制度導入事業・・・250万円

第1次総合計画・後期計画策定・・・346万5千円

電子入札・申請システム事業・・・354万円

旅券事務事業・・・125万4千円

不法投棄廃棄物処理事業・・・52万5千円

損失補償費・・・2億1,401万3千円

民生委員・児童委員関係事業・・・225万円

町遺族会補助・・・72万9千円

予防接種事業・・・1,872万6千円

保健福祉センター事業・・・1,8175千円

医療福祉（マル福）事業・・・1億184万8千円

後期高齢者医療広域連合負担金・・・1億7,945万9千円

国保診療所特別会計事業・・・2億8,181万1千円

後期高齢者医療特別会計事業・・・1億9,433万7千円

農地流動化奨励金・・・50万円

農林病虫害防除実施協議会補助・・・375万円

グリーンツーリズム事業委託・・・1,7283千円

水田農業推進センター活動事業・・・156万円

森林機能緊急回復間伐事業・・・1,432万円

森林組合補助・・・116万5千円

農地・水・環境保全向上対策事業補助・・・236万8千円

自治金融融資預託金・・・300万円

町観光協会への助成・・・900万円

休廃止鉱山鉱害防止補助・・・244万7千円

藤井川総合開発事業負担金・・・3,360万円

町道舗装工事・・・600万円

町道除草工事・・・2,000万円

32号橋架替工事・・・1,850万円

公園施設等の維持管理事業・・・513万1千円

地域下水道事業・・・416万1千円

水道施設管理事業・・・1,040万2千円

取水,導水,浄水,送水場維持修繕工事・・・6,227万5千円

水道未普及地域解消事業・・・1億3,587万1千円

消火栓維持設置工事・・・900万円

学校再編実施計画策定・・・350万円

ＡＬＴ講師事業・・・1,392千円

生活指導員補助員配置事業・・・397万3千円

小学校教育用パソコン機器整備・・・323万2千円

学校建設実施設計委託・・・4,968万円

ふれあいの船事業・・・1,059万円

地区公民館運営費補助

コミュニティセンター自主事業・・・778万7千円
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町勢要覧作成事業・・・350万円

自治振興交付金交付事業・・・955万6千円

茨城県知事選挙・・・1,182万円

消防事務委託負担金(水戸市）3億2,700万円

消火栓ホース格納箱設置事業400万円

消防団幹部研修負担金・・・142万5千円

自主防災組織用資器材購入・・・110万円

代替・路線バス補助・・・504万円

ブロードバンドゼロ地域解消事業・・・1億1,510万6千円

公用バス運行業務委託・・・396万9千円

火葬費補助・・・484万1千円

ごみ集塵箱購入・・・68万3千円

火葬場斎場委託(常陸大宮市・笠間市）・・・2,648万3千円

町社会福祉協議会運営事業補助・・・5,069万6千円

保育所、保育園運営事業・・・3億3,211万3千円

老人保健事業・・・2,892万1千円

保健衛生総務事業・・・797万4千円

特例乳幼児･児童医療費助成 (マル特)事業・・・・1,312万円

国民健康保険特別会計事業・・・23億8,901万9千円

老人保健特別会計事業・・・624万6千円

介護保険特別会計事業・・・13億6,223万5千円

エコ農業推進事業・・・102万7千円

生産調整対策補助・・・3,200万円

県単かんがい排水補助・・・673万円

有害鳥獣捕獲隊補助・・・120万円

新規就農者支援対策事業・・・216万円

商工会議所及び商工団体への助成・・・600万円

観光施設の管理運営・・・6,237万2千円

企業立地奨励交付金・・・465万1千円

町道排水整備・・・500万円

町道維持補修工事・・・3,300万円

町道改良工事・・・1,500万円

町道池ノ内片山線改良工事・・・1億7,400万円

町営住宅解体、修繕工事・・・1,640万円

合併処理浄化槽設置補助事業・・・908万5千円

水道受託工事・設計・・・1億6,8584千円

検定満期量水器修繕及び交換工事・・・427万4千円

配水管布設工事・・・1664万円

藤井川ダム再開発事業負担金・・・1,382万4千円

非常勤講師事業・・・1,378万2千円

適応指導事業・・・270万1千円

各小学校工事・委託事業・・・1,158万8千円

要保護・準要保護児童・生徒援助・・・795万6千円

幼稚園就園奨励費補助・・・825万1千円

公民館講座事業・・・4,924万円

地区公民館補助修繕費等補助

図書の購入・・・768万4千円
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総  務  課

町  民  課

健康福祉課

企画財政課

保  険  課

下 水 道 課

水  道  課

教育委員会

農業委員会

課 局 名 平 成 21 年 度 の 主 な 事 業 と 事 業 費� 

産業振興課

城北地方広域事務組合負担金(ごみ処理）・・・2億1,055万5千円�  

城北地方広域事務組合負担金(し尿処理）・・・2億1,642万6千円�  

一般廃棄物処理基本計画書の策定・・・420万円�  

高齢者福祉事業(老人福祉センター事業、高齢者クラブ活動助成、老人保護措置事業ほか）・・・1億1,121万8千円� 

障害(児)福祉事業(障害福祉サービス事業、地域支援事業ほか）・・・1億7,000万2千円�  

子育て支援事業（出生祝金・子育て支援金、地域子育て支援拠点事業、児童手当支給事業ほか）・・・1億8,661万8千円

町道調査測量、設計、用地買収（三ツ塙線、徳蔵倉見線、1525号線、1383号線、1111号線、こびやま線、山の田線）・・・1

億7,220万円

流域下水道整備事業・管理事業・・・3億5,717万9千円�  

特定環境保全公共下水道整備事業・管理事業・・・4億5,363万6千円�  

農業集落排水維持管理事業(上入野、青山、北方・高久、孫根・・・5,830万円

各種行事（成人式、花いっぱい運動、運動会、マラソン大会）・・・326万5千円�  

各種団体補助（社会教育諸団体、町民会議、町体育協会他）・・・561万8千円
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88億6400万円

72億4775万7千円

23億8901万9千円

2億8181万1千円

624万6千円

13億5647万4千円

576万1千円

1億9433万7千円

11億5610万4千円

7億7211万6千円

5390万6千円

10億3198万3千円

161億1175万7千円

1.9％減

0.8％減

7.8％増

12.3％減

96.9％減

10.4％増

－

2.1％減

0.3％減

5.3％増

1.9％減

12.6％減

1.4％減

国民健康保険特別会計 (事業勘定)

国民健康保険特別会計 (施設勘定)

老人保健特別会計

介護保険事業特別会計 (保険事業勘定)

介護保険事業特別会計 (サービス事業勘定)

後期高齢者医療特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

簡易水道事業特別会計

水道事業会計

一般会計合計

特別会計合計

会　　　計　　　名

合　　　　　　　計

平成21年度予算額　(千円) 対前年度増減率

地方譲与税 
使用料及び手数料
分担金及び負担金
繰越金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
財産収入
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
国有提供施設等所在
市町村助成交付金
寄附金

1億5,875万円
1億1,729万4千円

8,474万1千円
8,000万円

6,976万2千円
4,466万8千円
2,785万1千円
1,314万1千円
1,037万1千円

322万2千円
293万2千円
130万1千円

75万円
5万1千円

(8％減)
(0.4％減)
(2.1％減)
(2％減)
(2.3％増)
(29.3％減)
(24.7％増)
(2.3％減)
(6.8％減)
(72.1％減)
(16.6％減)
(77.8％減)

(0.0％)
(5000％)

1.8％
1.3％�
1.0％
0.9％
0.8％
0.5％
0.2％
0.1％
0.1％
0.0％
0.0％
0.0％

0.0％
0.0％

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

地方交付税
38億2,000万円
(0.1％増) 43.1％

● 地方交付税
38億2,000万円
(0.1％増) 43.1％

●

一般会計

歳入
88億6,400万円

町税
20億9,188万4千円
(2.8％減) 23.6％

● 町税
20億9,188万4千円
(2.8％減) 23.6％

●

9億3,844万4千円
(0.9％増)
10.6％

町債●
9億3,844万4千円

(0.9％増)
10.6％

町債●

県支出金
4億6,519万3千円
(5.0％増) 5.2％

●

諸収入
3億3,012万9千円
(4.9％減) 3.7％

●

国庫支出金
2億3,826万9千円
(4.1％減) 2.7％

●

繰入金
1億9,004万5千円
(2.8％減) 2.1％

●

地方消費税交付金 
1億7,520万2千円
(8.0％増) 2.0％

●

商工費
議会費
予備費
労働費
災害復旧費
諸支出金

1億5,576万5千円
1億1,617万円

1,000万円
3万1千円
1万7千円

2千円

(31.9％増)
(5.2％減)
(0.0％)
(8.8％減)
(0.0％)
(0.0％)

1.8％
1.3％
0.1％
0.0％
0.0％
0.0％

●
●
●
●
●
●

消防費 4億865万3千円 (3.2％減) 4.6％●

農林水産業費 4億6,403万6千円 (2.3％減) 5.2％●

民生費
17億660万1千円
(0.4％増) 19.3％

● 民生費
17億660万1千円
(0.4％増) 19.3％

●

公債費
15億1,579万8千円
(1.9％減) 17.1％

● 公債費
15億1,579万8千円
(1.9％減) 17.1％

●

総務費
13億9,711万円
(6.3％増) 15.8％

● 総務費
13億9,711万円
(6.3％増) 15.8％

●衛生費
11億1,098万8千円
(6.1％減) 12.5％

● 衛生費
11億1,098万8千円
(6.1％減) 12.5％

●

土木費
10億1,997万1千円
(12.0％増)11.5％

● 土木費
10億1,997万1千円
(12.0％増)11.5％

●

教育費
9億5,885万8千円
(3.3％減) 10.8％

● 教育費
9億5,885万8千円
(3.3％減) 10.8％

●

一般会計

歳出
88億6,400万円

平成21年度城里町予算内訳表

平成21年度
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　平成22年４月1日付け採用予定の町職員採用試験を、職員採用統一試験により行います。

採用区分及び採用予定人数　事務（本庁または出先機関で一般事務従事）　若干名

受験資格　次に示す受験資格を有し、欠格事項のいずれにも該当しない方

　受験資格　

　　昭和58年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学 (短期大学を除く) を卒業した方または平

　成22年３月31日までに卒業する見込みの方

　欠格事項　

　　㈰日本の国籍を有しない方

　　㈪成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）

　　㈫禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの方

　　㈬城里町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過していない方

　　㈭日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、

　　　またはこれに加入した方

試験日・試験場　第1次試験　７月11日(土)　茨城大学水戸キャンパス（水戸市文京2丁目１－１）

　　　　　　　　第２次試験　９月中旬ころ合格者に通知

試験内容　第１次試験　教養試験（作文を含む）

　　　　　第２次試験　口述試験、身体検査

給　　与　職員の給与に関する条例・規則に基づき支給されます。

　　　　　大学卒・・・172,200円（学校卒業後、一定経験年数がある場合には一定金額が加算されます。こ

　　　　　のほか、各種手当が支給されます。）

申込方法　申込用紙の請求

　　　　　　申込用紙は総務課人事給与グループで配布しています。直接役場本庁舎２階に取りに来るか、郵

　　　　　便で請求してください。郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込み用紙請求」と朱

　　　　　書きし、あて名を明記して120円切手を貼った返信用封筒（A4版サイズ）を同封してください。

　　　　　申込用紙の提出

　　　　　　直接役場本庁舎２階に持参するか、郵送で提出してください。

　　　　　※受験料は不要です。

募集期間　５月１日(金)～29日(金)　 午前８時30分～午後５時30分（土日を除く）

　　　　　※郵送の場合は５月28日(木)消印までのものを有効とします。

申込先・問合せ　総務課　人事給与グループ（〒311-4391　城里町大字石塚1428-25）

　　　　　　　　　029‐288‐3111（内線215）※詳しい内容については町ホームページをご覧ください。

雇用期間　平成21年６月１日～平成22年３月31日

募集する嘱託職員の職種及び採用予定人数

申込方法　市販の履歴書に記入・写真貼付・押印のうえ、健康福祉課まで直接持参または郵送でお申し込みく

　　　　　ださい。

募集期間　５月１日(金)～22日(金) 午前８時30分～午後５時30分（土日を除く）

　　　　　※郵送の場合は当日消印有効とします。

そ の  他　採用は口述試験による選考により決定します。申し込まれた方に、後日試験日程をお知らせします｡

申込先・問合せ　健康福祉課（〒311-4304 城里町大字石塚1428-1）常北保健福祉センター内

　　　　　　　　　029‐240‐6550

職　 種

保 育 士

勤務場所・人数

かつら保育所　 (１人)

ななかい保育所 (１人)

賃　金　等

日額7,000円

※社会保険加入

備　　考

保育士免許を有

する方　　　　

勤　務　時　間　等

  平日(月曜日～金曜日)：午前７時
  　　～午後６時30分 (※シフト制)
  土曜日：午前７時～午後０時30分



ＭＹ　ＴＯＵＮ　ＮＥＷＳ

ご入学 おめでとうございます！
町内の各小中学校、幼稚園

4
7̃

　町内の小中学校、幼稚園で入学式が行われ、期待

に胸をふくらませた新一年生が、

今年の入学式は晴天に見舞われ、ぬけるような青空

も、子どもたちの新たな門出を応援しているようで

した。新一年生のみなさん、たくさんお友達を作っ

て楽しい学校生活を送ってくださいね。

委　員　長　　萩谷　竹二さん  (阿波山)

委員長代理　　小野　　昭さん  (石　塚)

委　　　員　　森　　昌子さん  (大　網)

委　　　員　　大久保秀徳さん  (上入野)

教　育　長　　石原　道明さん  (水戸市)

　■町の教育委員

99人

10人

14人

5人

22人

13人

8人

石塚小学校

小松小学校

青山小学校

古内小学校

圷小学校

岩船小学校

北方小学校

平成21年度　町内小中学校　入学者数

17人

13人

3人

137人

73人

28人

沢山小学校

七会東小学校

七会西小学校

常北中学校

桂中学校

七会中学校

町歯科医師会と災害時の協定書を締結3
19

　災害時の歯科医療救護活動が円滑に行えるように

するため、町歯科医師会と町は「災害時の歯科医療

救護についての協定書」を締結しました。

この協定により、町は防災計画に基づき、災害時の

歯科傷病者に対する

応急処置や医薬品等

の調達について町歯

科医師会と協力・連

携するなど、町民の

皆さんの安全強化に

努めていきます。

叙勲受章おめでとうございます3
6

　長年にわたり地方自治

発展に尽力された功績に

より、軍司忠弘さんが死

亡叙勲で「旭日単光章」

を受章されました。

おめでとうございます。

待つ心 ゆずる気持で なくす事故
石塚小学校正門前

4
3

　４月６日～15日の ｢春の全国交通安全運動｣ に先

立ち、交通安全キャンペーンが行われました。キャ

ンペーンには阿久津町長、赤津副町長、石原教育長

をはじめ笠間警察署、笠間地区交通安全協会、城里

町交通安全母の会の皆さんや常北高校の生徒等が参

加。石塚小学校前を通過するドライバーに「なめら

かな運転を」にかけた

啓発品のなめこやチラ

シなどを配布し、交通

事故防止をよびかけま

した。

発生件数・・・　　（前年比　　）

死者数・・・・　　（前年比　　）

負傷者数・・・　　（前年比　　）

　■町内の交通事故発生状況

　町内にお住まいの叙勲受章者の方で広報への

掲載のご了解をいただける方は下記までご連絡

ください。

　　　連絡先　総務課　広報係　

　　　　　　　029－288－3111 (内線211)

教育長・教育委員をご紹介します3
26

　任期満了に伴う役員改選で、教育長に石原道明さ

ん、教育委員に大久保秀徳さんが就任しました。

　教育委員は、法律に基づき町議会の同意を得て町

長が任命するもので、学校等の教育施設の運営や生

涯学習の振興など、町

の教育の基本方針を決

定します。

任期は平成25年３月

25日までです。
石原 道明さん 大久保秀徳さん

常北中

七会東小

軍司　育代さん
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防犯ブザー寄贈

春爛漫！うぐいすの里さくらまつり
うぐいすの里

4
3

4
4

県道城里那珂線が一部開通
県道城里那珂線

3
24

ミニバス 町内のチームが健闘
桂体育館

3
15

　第６回桂カップ卒業記念杯（桂ミニバスケッ
トボールスポーツ少年団主催）が行われ、近隣
の12チームが参加しました。大会では、町内か
ら出場した桂ミニバススポーツ少年団が優勝、
古内ミニバススポーツ少年団が第3位の好成績
を収めました。試合結果は次のとおりです。
　優　勝　桂ミニバススポーツ少年団
　準優勝　五代ミニバススポーツ少年団
　第３位　古内ミニバススポーツ少年団

　(株)常陽銀行石塚支店より防犯ブザー230個が町に

寄贈され、町長室で寄贈式が行われました。これら

は、安心して生活できる地域社会づくりに貢献する

とともに、児童一人ひとりの防犯意識の向上につな

がればとの思いから寄贈されました。防犯ブザーは､

町内の小学校の新一年生に配られました。

力強い太鼓の演奏を披露
コミュニティセンター城里

3
29

　青山太鼓保存会が主催する演奏会「夢無限～青山

太鼓演奏会２００９～」が開催されました。青山太

鼓は毎年、七夕まつりや青山ふるさとまつりで演奏

を披露していますが、発足18年を迎える今年、初め

て単独演演会を行いました。演奏会では約20曲の演

目を披露し、観客を魅了しました。

　４月４日～19日の期間、うぐいすの里さくらまつ

りが開催されました。晴天が続き、敷地内の約600

本のソメイヨシノが一斉に開花すると、見事な景観

を彩り、夜はライトアップが行われ、花見客を魅了

しました。

週末も絶好の花見日和のなか、さくらもちづくり、

ピタパンづくり等の体験イベントや、手打ちそば・

うどんの販売などが行われ、家族連れの方々で賑わ

いました。

　県で整備を進めている一般県道城里那珂線（城里

町那珂西地内～水戸市藤が原地内）の一部区間延長

９２０ｍが完成し、開通式典が行われました。

　この道路は、城里町増井から那珂川を横断し、那

珂市戸へ至る路線であり、今回の一部開通で、水戸

ニュータウンの利便性が高まることはもとより、地

域住民の交通の円滑化が図られます。

　開通式典には、石川県議、県土木部長、水戸土木

事務所長、阿久津町長、鯉渕議長、県や町の関係者、

地権者などが出席。町長は挨拶で「県道城里那珂線

は、県都の外郭環状道路として、城里町、水戸市、

那珂市の交通はいうに及ばず、県央地域全体の交流

や産業発　　　　　　　　　　

展、活性化に寄与するものと期待している」と述べ

ました。　その後、交通安全祈願、テープカット、

クス玉開披、通り初め等が行われ、開通を祝いまし

た。

▲ピタパンづくり

▲テープカット・くす玉開披

▼清水で交通安全祈願

優勝した桂ミニバススポーツ少年団
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10

正
し
い
「
血
圧
の
」

　
　
　       

測
り
方

　　
平
成
20
年
４
月
か
ら
特
定
健

診
、
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま

し
た
。
健
診
結
果
表
を
受
け
取
ら

れ
た
方
は
お
気
づ
き
か
と
思
い
ま

す
が
、
各
項
目
が
見
直
さ
れ
、
基

準
値
が
よ
り
厳
し
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
　

　
血
圧
を
例
に
あ
げ
ま
す
と
、
上

の
血
圧
（
収
縮
期
血
圧
）
は
１
３

０
�
Ｈ
ｇ
未
満
、
下
の
血
圧
（
拡

張
期
血
圧
）
は
85
�
Ｈ
ｇ
未
満
と

さ
れ
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
ま
た

は
そ
の
予
備
軍
に
対
し
て
早
期
か

ら
予
防
（
ま
た
は
治
療
）
に
努
め

て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
の
表

れ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
高
血
圧
で
は
、
長
期
に
わ
た
り

血
圧
が
高
値
の
ま
ま
持
続
す
る

と
、
脳
・
心
臓
・
腎
臓
の
血
管
を

傷
つ
け
、
将
来
、
脳
梗
塞
・
心
筋

梗
塞
な
ど
、
時
と
し
て
生
命
に
も

か
か
わ
り
、
回
復
し
た
と
し
て
も

半
身
ま
ひ
等
重
大
な
後
遺
症
を
残

す
可
能
性
の
あ
る
疾
患
を
引
き
起

こ
し
易
く
な
り
ま
す
。
高
血
圧
治

療
の
目
的
は
単
に
血
圧
値
を
適
切

に
下
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ

ら
の
「
高
血
圧
合
併
症
」
を
予
防

す
る
た
め
、
に
尽
き
る
の
で
す
。

　
自
分
の
健
康
状
態
の
把
握
の
た

め
に
必
要
な
血
圧
測
定
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
基
本
的
に
血

圧
は
一
日
中
大
き
く
変
動
す
る
も

の
で
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い

た
状
態
で
、
正
し
い
測
定
方
法
で

計
ら
れ
て
初
め
て
信
用
で
き
る
基

礎
的
血
圧
値
が
得
ら
れ
る
と
い
え

ま
す
。
日
常
生
活
で
の
血
圧
に
よ

り
近
い
「
家
庭
血
圧
」
が
ふ
だ
ん

の
健
康
状
態
を
反
映
し
や
す
い
の

で
、
家
庭
血
圧
の
測
定
が
お
勧
め

で
す
。

　
で
き
る
だ
け
同
じ
時
刻
に
、
同

じ
姿
勢
で
測
る
の
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
な
ら
起
床
後

１
時
間
以
内
、
排
尿
後
で
、
食
事

や
薬
内
服
の
前
に
１
〜
２
分
座
っ

て
安
静
に
し
た
後
測
定
し
ま
す
。

夜
な
ら
就
寝
前
、
や
は
り
座
位
で

安
静
に
し
た
後
測
定
。
血
圧
計
の

カ
フ（
腕
に
巻
い
て
絞
ま
る
部
分
）

を
心
臓
と
同
じ
高
さ
に
し
ま
す
。

繰
り
返
し
測
っ
た
場
合
は
測
定
値

を
す
べ
て
記
録
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。
傾
向
を
つ
か
む
の
が
目
的
で

す
の
で
、
測
定
値
に
一
喜
一
憂
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

治
療
中
の
方
は
測
定
結
果
に
よ
っ

て
薬
の
飲
み
方
や
そ
の
他
医
師
か

ら
の
指
示
を
勝
手
に
変
え
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　
生
活
習
慣
病
で
あ
る
高
血
圧
。

皆
さ
ん
自
身
が
自
分
の
状
態
を
把

握
し
、
一
方
で
か
か
り
つ
け
の
先

生
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け

る
、
と
い
う
二
人
三
脚
で
の
取
り

組
み
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

 城里町次世代育成支援金 城里町次世代育成支援金申請はお済みですか？

■城里町次世代育成支援金っていくらなの？（支給金額）

　出 産 祝 金　

　出生により３人目以降の乳児を養育することとなった保護者に、10万円を支給します。

　子育て支援金

　３人目以降の幼児が３歳並びに６歳に到達した幼児を養育している保護者に、各々10万円を支給します。

■城里町次世代育成支援金って誰がもらえるの？（受給資格）

　出産前に２人以上（18歳未満で、18歳に達した日以降の最初の３月31日までの間にある子どもを含む）　  

　の児童を養育している保護者で、出生により３人目以降の乳児を養育することとなった保護者

　３人目以降の幼児が３歳に到達したとき、その幼児を養育している保護者

　３人目以降の幼児が６歳に到達したとき、その幼児を養育している保護者

　そのほか、当該出産日または、当該年齢到達日を含む前後において引き続き１年以上城里町に住所を有　

　し、住民基本台帳または外国人登録原票に記録または登録されている方

■次世代育成支援金はどこに申込むの？（申請場所）

　健康福祉課（常北保健福祉センター内）、桂支所、七会支所

　※印鑑と振込口座のわかるものを（預金通帳のコピー等）をご持参ください。

　問合せ　健康福祉課　　029‐240‐6550

申請は随時

受付中！！

■
血
圧
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

Dr.

健
康
コ
ラ
ム

国
保
七
会
診
療
所

上
井
　
雅
哉

正
し
い
「
血
圧
の
」

　
　
　       

測
り
方



　今年度56名の新入生を

迎えました。春の日差し

の中、新入生たちは見頃

を迎えた桜に見守られて

新たなスタートを切りま

した。

　新入生オリエンテーションの一環として部活動紹介を行いまし

た。今年度１年生全員が部活動に参加することを目標にかかげ、

それぞれの部・同好会では一人でも多くの新入部員を獲得しよう

と熱のこもった紹介が続きました。現在野球、卓球、弓道、ボク

シング、ソフトテニス、バドミントン、剣道、バスケットボール、

バレーボール、吹奏楽、パソコン、放送、美術、手芸、国際交流、

囲碁の各部・同好会が活動しています｡

お気づきですか？

県道沿いの看板、季節に合わせて模様替えをしていま

す。職員手作りの作品です。

どうぞよろしくお願いしますどうぞよろしくお願いします

▲担任から呼名され、起立する新入生

▼誓いの言葉を述べる新入生代表
　　　　　　　栗橋隆太君 (常北中出身)
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空
き
缶
・
空
き
瓶
の
回
収
、
ポ
ス

タ
ー
・
看
板
の
撤
去
等
の
清
掃
作
業

を
町
内
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。
地
域

の
環
境
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
５
月
31
日(

日)
※
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は
６
月

　
14
日 (
日)

　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
終
了
前(
12

歳
に
な
っ
て
最
初
の
３
月
31
日
）
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
所
得

が
一
定
額
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
申
請
は
、
５
月
１
日(

金)

か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
５
月
末
日
ま
で
に
申

請
を
行
い
、
該
当
と
な
る
と
６
月
分

か
ら
支
給
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
受
給
中
の
方
に
は
、

６
月
上
旬
に
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
所
得
限
度
額
を
超
え
て

い
て
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
平

成
20
年
中
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
は

受
給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
所

得
限
度
額
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

手
当
額
（
月
額
）

　
３
歳
未
満
は
一
律
１
万
円

　
３
歳
以
上
は
第
２
子
ま
で
は
１
人

　
に
つ
き
５
千
円
、
第
３
子
以
降
は

　
１
人
に
つ
き
１
万
円

申
込
先
　
健
康
福
祉
課
、
桂
支
所
、

　
七
会
支
所
　

※
公
務
員
の
方
は
各
職
場
で
申
請
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
�
申
請
者(

保

　
護
者)

の
健
康
保
険
証  

�
申
請
者

　(

保
護
者) 

名
義
の
普
通
預
金
通
帳

　
�
平
成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
転

　
入
し
た
方
は
、
平
成
21
年
１
月
１

　
日
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
市
町

　
村
発
行
の
「
平
成
21
年
度
児
童
手

　
当
用
所
得
証
明
書
」
�
印
鑑
（
代

　
理
の
方
の
み)

　

※
�
が
そ
ろ
わ
な
い
方
は
、
先
に
申

　
請
書
の
み
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
人
住
民
税
の
納
入
方
法
が
、
こ

れ
ま
で
の
銀
行
等
で
自
ら
納
め
る
方

法
か
ら
、
社
会
保
険
庁
等
が
年
金
か

ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
を
行
い
、

直
接
市
町
村
へ
納
入
す
る
方
法
に
変

わ
り
ま
す
。

　
特
別
徴
収
と
な
る
の
は
、｢

年
金
所

得
に
係
る
税
額
」
で
あ
り
、
給
与
な

ど｢

年
金
以
外
の
所
得
に
係
る
税
額｣

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
方
法
で
別

途
納
税
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受

　
給
者
で
、
な
お
か
つ
個
人
住
民
税

　
の
納
税
義
務
が
あ
る
方

※
今
回
の
改
正
は
納
税
方
法
を
変
更

　
す
る
も
の
で
、
こ
の
制
度
に
よ
り

　
新
た
な
税
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

※
税
額
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
６

　
月
中
に
送
付
さ
れ
る
「
納
税
通
知

　
書
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
の
登

録
名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税

通
知
書
が
５
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
６
月
１
日
ま
で
に
お
近
く

の
銀
行
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
て
下
さ
い
。

　
た
だ
し
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
取
扱
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
心
身
障
害
者
の
方
で
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
納
期

限
（
６
月
２
日
）
ま
で
に
減
免
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

納
税
は
簡
単
で
便
利
な
口
座
振
替
で

　
自
動
車
税
の
納
税
に
は
、
電
気
や

ガ
ス
料
金
と
同
じ
よ
う
に
、
口
座
振

替
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
し
込
み
は
県
内
に
本
支
店
の

あ
る
金
融
機
関
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
活

動
を
多
く
の
方
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

赤
十
字
の
一
員
と
し
て
活
動
を
財
政

面
で
支
え
、
国
内
外
へ
の
人
道
的
支

援
を
応
援
す
る
「
社
員
」
の
増
強
、

そ
し
て
社
資
や
寄
付
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

　
社
資
の
納
入
は
自
治
会
を
と
お
し

て
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
自
治
会
未

加
入
の
方
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
、

桂
支
所
、
七
会
支
所
で
直
接
取
り
扱

い
ま
す
。

※
社
資
募
集
は
、
自
由
意
志
に
よ
る

　
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
（
強

　
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

社
資
（
活
動
資
金
）

　
一
世
帯
５
０
０
円
以
上
の
活
動
資

お

知

ら

せ

春
の
環
境
美
化
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
施
し
ま
す

児
童
手
当
申
請
手
続
き
の

お
知
ら
せ

問
合
せ  
町
民
課 (

内
線
１
１
３)

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

10
月
か
ら
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

問
合
せ  
健
康
福
祉
課

　
　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
５
５
０

自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う

日
赤
の
社
資(

活
動
資
金)

募
集
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ  

水
戸
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
収
税
第
二
課

　
　
０
２
９
‐
２
２
１
‐
６
７
６
８

募

　
集

問
合
せ  

税
務
課 (

内
線
１
２
３)

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１
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金
（
５
０
０
円
未
満
は
寄
付
と
し

　
て
取
り
扱
い
ま
す
）

赤
十
字
活
動
に
つ
い
て

　
　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
社
資 (

活

　
動
資
金) 

は
、
赤
十
字
事
業
（
国

　
内
外
の
災
害
救
援
活
動
、
住
居
の

　
全
焼
や
全
壊
等
に
あ
わ
れ
た
ご
家

　
族
へ
の
災
害
救
援
物
資
の
配
布
、

　
献
血
、
救
急
法
等
の
各
種
講
習
会

　
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
な
ど)

　
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
心
の
病
気
に
関
す
る
こ
と
や
社
会

復
帰
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ

い
て
、
悩
み
を
抱
え
る
人
や
そ
の
ご

家
族
を
対
象
に
、
こ
こ
ろ
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
に
は
精
神
保

健
福
祉
士
・
保
健
師
が
応
じ
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
26
日 (

火)

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
　(

相
談
時
間
は
１
時
間
程
度)

場
　
所
　
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
　
事
前
に
左
記
ま
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　平成21年度特設無料人権相談所を開設します。町の人権擁護委員、法務局職員が相談に応じます。秘密は厳

守されますのでお気軽にご相談ください。

時　間　午前10時～午後３時

相談内容　いじめ、体罰、差別、家庭内の問題（離婚、相続など）、金銭貸借、借地借家、近隣トラブルなど

問合せ　健康福祉課　 029‐240‐6550

●人権相談日のお知らせ

　平成21年４月１日付けで、次の方々が総務大臣から行政相談委員として委嘱されました。

　行政相談委員は、皆様の相談相手として、行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する相談

などを受け付け、その解決のための助言や

関係機関に対する通知等の仕事を行います。

　毎日の暮らしの中で、困っていること、悩

んでいることなどございましたら、お気軽に

ご相談ください。

行政相談開設日

●行政相談委員の紹介

時　間　午後１時～３時

問合せ　総務課 　029‐288‐3111(内線222)／総務省茨城行政評価事務所　行政相談課 　029‐221‐3347

  ５月13日、８月12日、11月11日
  平成22年２月10日

  コミュニティセンター城里   磯部長司、杉山宗市、飯田紀代子

人 権 相 談 日

  ６月10日、12月９日

  ７月８日

場　　　　所

  桂公民館

  七会公民館

人 権 擁 護 委 員

  和田雅治、小田部昌平

  阿久津紘、盛田　守

行 政 相 談 日

  ５月19日(火)

  ７月15日(水)

  ９月16日(水)

  10月20日(火)

  12月16日(水)

  平成22年２月17日(水)

場　　　　所

  コミュニティセンター城里

  桂公民館

  七会公民館

  コミュニティセンター城里

  桂公民館

  七会公民館

行 政 相 談 委 員

  堀江康夫、加藤木京子

  加藤木京子、阿久津英一

  加藤木京子、阿久津英一

  堀江康夫、阿久津英一

  堀江康夫、加藤木京子

  堀江康夫、阿久津英一

行政相談委員　　　　　任期：平成23年３月31日まで

堀江　康夫さん　（石塚2296‐1）　029‐288‐5598

加藤木　京子さん（孫根338）　　　029‐289‐2509

阿久津　英一さん（塩子3562‐1）　0296‐88‐2738

そ

う

だ

ん

こ
こ
ろ
の
相
談
会
の
ご
案
内

問
合
せ  
健
康
福
祉
課

　
　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
５
５
０

申
込
先
・
問
合
せ  

健
康
福
祉
課

　
　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
５
５
０

開設日時　毎週月曜日　午後１時～５時
直接相談　常北公民館（事前連絡不要）
電話での相談　　029 - 288 - 2409
　　 soudan@town.shirosato.lg.jp
問合せ　教育委員会 　029 - 288 - 3135

教育相談窓口のご案内
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14

議
会
事
務
局

▽
書
記
　
川
村
英
治 (

会
計
課
主
幹)

総
務
課

▽
主
査
兼
係
長
　
鈴
木
貴
司 (
町
民
課)

企
画
財
政
課

▽
主
事
　
大
塚
　
一
彦 (

健
康
福
祉
課)

税
務
課

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
　
柏
由
美
子

　(

常
北
給
食
セ
ン
タ
ー
参
事
兼
所
長)

▽
主
査
兼
係
長
　
片
岡
宗
徳

　
　
　
　
　
　
　
　 (

七
会
支
所)

税
務
課
内
収
納
対
策
室

▽
課
長
補
佐
　
河
原
井
明

　
　
　 (

教
育
委
員
会
局
長
補
佐)

▽
主
事
　
中
村
利
勝 (

簡
易
水
道
課)

▽
主
事
　
塩
澤
友
則

　(

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
派
遣)

町
民
課

▽
課
長
　
久
保
田
殿
司

　
　 (

常
北
公
民
館
参
事
兼
館
長)

▽
主
幹
　
潮
田
久
美
子 (

七
会
支
所)

▽
主
事
　
桑
野
智
弘

　
　
　
　
　 (

議
会
事
務
局
書
記)

保
険
課

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
　
仲
主
　
弘

　 (

七
会
診
療
所
参
事
兼
事
務
長)

▽
課
長
補
佐
　
小
林
正
雄

　
　
　
　 (

税
務
課
主
査
兼
係
長)

▽
主
査
兼
係
長
　
金
長
典
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　 (

町
民
課)

町
職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
（ 

）
内
前
職

▽
主
幹
　
川
又
美
紀 (

桂
支
所)

七
会
診
療
所

▽
主
事
　
小
島
拓
人 (

保
険
課)

健
康
福
祉
課

▽
課
長
　
加
藤
木
賢

　(

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
局
長)

▽
主
査
兼
係
長
　
阿
久
津
恵
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　 (

水
道
課)

か
つ
ら
保
育
所

▽
所
長
　
田
崎
長
子 (

同
主
任
保
育
士)

産
業
振
興
課

▽
課
長
補
佐
　
広
木
創
司

　
　
　 (

教
育
委
員
会
局
長
補
佐)

都
市
建
設
課

▽
主
査
兼
係
長
　
山
口
成
治

　
　
　
　
　
　
　 (

企
画
財
政
課)

▽
主
事
　
三
村
哲
治 (

県
派
遣)

下
水
道
課

▽
課
長
補
佐
　
岩
上
和
夫

　
　
　
　
　
　
　 (

都
市
建
設
課)

▽
係
長
　
雨
宮
忠
芳 (

同
技
幹)

簡
易
水
道
課

▽
主
事
　
古
滝
寿
善 (

コ
ミ
セ
ン
城
里)

水
道
課

▽
係
長
　
園
部
　
繁 (

総
務
課)

▽
主
事
　
小
林
倫
哉

　
　
　
　 (

教
育
委
員
会
事
務
局)

会
計
課

▽
主
事
　
加
藤
祐
介
（
水
道
課
）

教
育
委
員
会
事
務
局

▽
参
事
　
西
田
修
平

　(

七
会
給
食
セ
ン
タ
ー
参
事
兼
所
長)

▽
局
長
補
佐
　
仲
田
不
二
雄

　
　
　
　 

　(

下
水
道
課
長
補
佐)

▽
係
長
　
野
口
　
出 (

同
主
幹)

▽
係
長
　
佐
藤
　
宰

　
　
　
　
　 (

都
市
建
設
課
主
幹)

桂
支
所

▽
支
所
長
補
佐
　
森
加
代
子

　
　
　
　
　
　 (

保
険
課
長
補
佐)

▽
主
幹
　
大
津
明
則

　
　
　
　 (

教
育
委
員
会
事
務
局)

七
会
支
所

▽
支
所
長
補
佐
　
寺
山
邦
夫

　
　
　
　 (

桂
支
所
主
査
兼
係
長)

常
北
公
民
館

▽
館
長
　
丹
下
一
夫

　
　
　 (

収
納
対
策
室
課
長
補
佐)

桂
公
民
館

▽
館
長
　
皆
川
紀
明

　
　
　
　 (

産
業
振
興
課
長
補
佐)

七
会
公
民
館

▽
館
長
　
阿
久
津
忠
昭

　
　
　
　 (
税
務
課
主
査
兼
係
長)

常
北
幼
稚
園

▽
主
任
教
諭
　
岩
下
眞
理
子

　(

な
な
か
い
保
育
所
主
任
保
育
士)

常
北
給
食
セ
ン
タ
ー

▽
所
長
　
関
根
澄
男

　
　
　
　
　
　 (

税
務
課
長
補
佐)

桂
給
食
セ
ン
タ
ー

▽
参
与
　
塩
沢
日
出
男 (

再
任
用)

七
会
給
食
セ
ン
タ
ー

▽
参
与
　
横
田
榮
子
（
再
任
用
）

▽
調
理
師
　
田
口
孝
子

　
　
　
　
　 (

桂
給
食
セ
ン
タ
ー)

派
遣

▽
水
戸
土
木
事
務
所
　
阿
久
津
雄
作

　
　
　
　
　
　
　 (

都
市
建
設
課)

新
採
用

▼
沢
山
歯
科
診
療
室

　
歯
科
衛
生
士

　
　
佐
藤
美
由
紀

退
職 (

３
月
31
日
付)

▽
横
田
榮
子 (

町
民
課
長)

▽
福
田
道
子

　
　 (

保
険
課
参
事
兼
課
長
補
佐)

▽
松
本
秀
利 (

健
康
福
祉
課
長)

▽
小
滝
京
子

　(

健
康
福
祉
課
参
事
兼
課
長
補
佐)

▽
和
田
瑞
枝

　(

沢
山
歯
科
診
療
室
主
任
歯
科
衛
生
士)

▽
�
久
保
敏
江

　
　
　 (

七
会
診
療
所
看
護
師
長)

▽
加
藤
光
明

　
　
　 (

桂
公
民
館
参
事
兼
館
長)

▽
大
津
京
子

　 (

常
北
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師)

▽
塩
沢
日
出
男

　(

桂
給
食
セ
ン
タ
ー
参
事
兼
所
長)

▽
仲
田
時
子

　 (

七
会
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師)

▽
杉
山
勝
男 (

桂
支
所
参
与)

▽
阿
久
津
英
一 (

七
会
公
民
館
参
与)

▽
白
土
綾
佳 (
七
会
診
療
所
医
師)
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質
問
票
で
は
、
裁
判
が
行
わ
れ
る
日
程

を
前
提
に
、
裁
判
員
と
な
る
こ
と
を
辞
退

す
る
申
し
出
の
有
無
及
び
そ
の
事
情
な
ど

を
お
尋
ね
し
ま
す
。
質
問
票
に
記
載
さ
れ

た
内
容
か
ら
、
辞
退
事
由
に
当
た
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
事
前

に
候
補
者
の
辞
退
を
認
め
、
選
任
手
続
の

た
め
に
裁
判
所
ま
で
お
越
し
い
た
だ
か
な

く
て
も
済
む
よ
う
に
し
ま
す
。

　
５
月
21
日
の
制
度
開
始
以
降
、
裁
判
員

制
度
の
対
象
と
な
る
事
件
が
起
訴
さ
れ
、

裁
判
の
日
程
が
決
ま
る
と
、
水
戸
地
方
裁

判
所
が
昨
年
の
秋
に
作
成
し
た
裁
判
員
候

補
者
名
簿
（
茨
城
県
内
に
お
い
て
は
７
６

０
０
人
）
の
中
か
ら
、
そ
の
事
件
の
裁
判

員
候
補
者
が
く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
。
く
じ

で
選
ば
れ
る
人
数
は
通
常
１
件
当
た
り
50

人
か
ら
70
人
程
度
と
な
り
ま
す
。

　
く
じ
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補
者
の
方

々
に
は
、
裁
判
員
を
選
ぶ
手
続
（
選
任
手

続
）
の
日
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く

た
め
の
お
知
ら
せ
と
質
問
票
を
、
選
任
手

続
の
日
の
６
週
間
前
ま
で
に
お
送
り
し
ま

す
。

　
裁
判
員
候
補
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
生

活
の
平
穏
を
守
る
た
め
、
裁
判
員
候
補
者

に
な
っ
た
こ
と
を
公
に
す
る
こ
と
は
法
律

上
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
公
に
す
る
」

と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
表
す
る

な
ど
、
裁
判
員
候
補
者
に
な
っ
た
こ
と
を

不
特
定
多
数
の
人
が
知
り
得
る
状
態
に
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
休
暇
を
取
る
た
め

や
、
相
談
を
す
る
た
め
に
会
社
の
上
司
や

同
僚
、
家
族
に
話
を
す
る
こ
と
や
書
類
を

見
せ
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
選
任
手
続
の
当
日
は
、
裁
判
員
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
く
事
件
の
概
要
を
ご
説

明
し
、
被
告
人
や
被
害
者
と
知
り
合
い
か

な
ど
、
公
平
な
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
か
ど
う

か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前
質
問

票
記
載
後
の
変
更
点
の
有
無
に
つ
い
て
も

伺
い
ま
す
の
で
、
こ
の
段
階
で
辞
退
を
申

し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
、
辞
退
が
認
め

ら
れ
る
ご
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か
、
公
平

な
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な

特
別
な
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
を
判

断
し
、
辞
退
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
方
以
外

の
裁
判
員
候
補
者
の
中
か
ら
、
く
じ
で
６

人
の
裁
判
員
を
選
び
ま
す
。

　裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪か無罪か、有罪の

場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。

　裁判の進め方やその内容に国民の視点、感覚が反映されますので，その結果、裁判全体に対する国民の理解

が深まり、裁判がより身近に感じられ、司法への信頼が高まっていくことが期待されています。

《裁判にかかる日数》　
　→３日以内が約７割

裁
判
員
制
度
が

　
ス
タ
ー
ト
し
た
後
は
？

裁
判
員
制
度
が

　
ス
タ
ー
ト
し
た
後
は
？

質
問
票
と
は
？

質
問
票
と
は
？

選
任
手
続
の
当
日
は
？

選
任
手
続
の
当
日
は
？

裁
判
員
候
補
者
に
な
っ
た
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

裁
判
員
候
補
者
に
な
っ
た
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■裁判員候補者待機室■

裁判員制度とは？？裁判員制度とは？？

《 対象事件の代表例》

1. 殺人罪

2. 強盗致死傷罪

3. 傷害致死罪

4. 危険運転致死罪

5. 現住建造物等放火罪

6. 身の代金目的誘拐罪

　　　　　　　など

裁判員制度の実施後も，皆様に様

々な情報をお知らせしていきます。

裁判員制度の詳細については，裁

判員制度ウェブサイト

http://www.saibanin.courts.go.jp/　

でも紹介しています。

【問合せ】

水戸地方裁判所総務課

    ０２９－２２４－８４０８

2日以内

5日以内

3日以内

5日超

　　   今月21日
裁判員制度スタート！！
　　   今月21日
裁判員制度スタート！！

裁
判
員
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

裁
判
員
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
　
時
　
５
月
15
日(

金)

場
　
所
　
茨
城
県
立
図
書
館
　
視
聴
覚
室

定
　
員
　
１
８
０
人
程
度

　
※
申
込
不
要
。
当
日
先
着
順
。

内
　
容
　
裁
判
官
等
に
よ
る
制
度
説
明
。

　
模
擬
裁
判
映
像
上
映
。
質
疑
応
答
等
。

問
合
せ
　
水
戸
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

約5割

約1割

約2割

約2割
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訂
正
　
広
報
し
ろ
さ
と
４
月
号
14
頁
、

枝
不
美
さ
ん
の
短
歌
は
、

「
老
梅
の
い
の
ち
か
な
し
も
日
だ
ま
り

に
花
ほ
ろ
ほ
ろ
と
こ
ぼ
し
て
い
た
り
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

6月26日(金)

6月30日(火)

7月  3日(金)

7月  6日(月)

7月14日(火)

7月21日(火)

7月23日(木)

7月31日(金)

午前 9 時45分～午後 3 時45分

午前10時～午後 3 時45分

午前10時～午後 3 時45分

午前10時～午後 3 時45分

午前10時～午後 3 時45分

午前10時～午後 3 時45分

午前10時～午後 3 時45分

午前10時～午後 3 時45分

県立健康プラザ

常北保険福祉センター

常北保険福祉センター

常北保険福祉センター

常北保険福祉センター

常北保険福祉センター

コミュニティセンター城里

県立健康プラザ

期　　日 時　　間 場　　所

　県が推進する「シルバーリハビリ体操」を普及する「シルバー

リハビリ体操指導士」を養成する講習会を実施します。

応募資格　満55歳以上(平成21年４月１日現在)で、指導士資格取

　得後、ボランティアとして地域で活動できる方

講習日程及び会場

シルバーリハビリ体操指導士３級養成講習会受講者募集！

募集人数　30人（年齢の高い方が優先されます）

受講料　無料

申込期間　５月15日(金)～29日(金)

問合せ　保険課　　029‐288‐3111 (内線372)

春
の
堰
雨
よ
り
遅
れ
増
水
す

　
　
　
　
　 

山
　
崎
　
正
　
行

手
か
ら
地
へ
零
る
る
如
く
む
か
ご
蒔
く

　
　
　
　
　 

飯
　
田
　
勇
　
一

春
彼
岸
娘
の
肩
と
並
び
を
り

　
　
　
　
　 

竹
　
内
　
幸
　
子

う
き
う
き
と
料
理
の
い
ろ
は
蕗
の
薹

　
　
　
　
　 

菊
　
川
　
け
　
さ

落
椿
ば
か
り
目
に
つ
き
散
歩
道

　
　
　
　
　 

仲
　
田
　
ま
ち
ゑ

春
の
宵
ふ
る
さ
と
の
寿
司
大
き
か
り

　
　
　
　
　 

森
　
　
　
静
　
江

中
学
生
の
竹
刀
打
つ
声
五
月
晴

　
　
　
　
　 

田
　
所
　
厚
　
子

梅
散
っ
て
桜
待
つ
間
を
娘
は
嫁
ぐ

　
　
　
　
　 

飯
　
村
　
愛
　
子

昼
の
雨
椿
の
雫
大
き
か
り

　
　
　
　
　 

高
　
橋
　
芦
　
江

野
蒜
摘
む
水
の
落
差
の
音
高
し

　
　
　
　
　 

鯉
　
渕
　
寿
美
恵

梅
を
行
く
寺
ま
で
の
径
匂
ひ
け
り

　
　
　
　
　 

飯
　
村
　
昭
　
子

草
の
上
に
山
羊
ど
っ
し
り
と
春
の
風

　
　
　
　
　 

中
　
野
　
千
賀
子

寡
黙
な
る
足
跡
二
人
春
汀

　
　
　
　
　 

今
　
瀬
　
多
代
美

作
付
け
の
き
ま
り
花
種
蒔
き
に
け
り

　
　
　
　
　 

い
そ
べ
　
き
　
よ

青
嵐
ふ
は
り
と
軽
き
羽
根
蒲
団

　
　
　
　
　 

瀬
　
谷
　
博
　
子

葉
に
隠
れ
清
ら
に
開
く
山
桜

　
　
　
　
　 

岩
　
下
　
金
　
司

揚
げ
雲
雀
声
を
降
ら
し
て
此
よ
此
よ

　
　
　
　
　 

田
　
口
　
勝
　
元

冬
眠
の
蛙
に
土
の
か
け
な
ほ
し

　
　
　
　
　 

東
　
見
　
登
美
子

婆
さ
ん
は
爺
さ
ん
よ
り
も
ク
ロ
ッ
ケ
ー

　
　
　
　
　 

富
　
田
　
多
　
蔵

鍬
頭
前
押
し
車
に
鍬
と
鎌

　
　
　
　
　 

青
　
木
　
新
三
郎

い
び
き
か
く
孫
の
ね
顔
に
母
を
見
た

　
　
　
　
　 

永
　
井
　
英
　
陽

コ
イ
ノ
ボ
リ
天
高
く
舞
い
子
は
育
つ

　
　
　
　
　 

中
　
島
　
芳
　
春

道
の
駅
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
レ
ジ
係

　
　
　
　
　 

山
　
本
　
隆
　
荘

ク
リ
ン
ト
ン
國
務
長
官
来
日
す
第

一
印
象
は
知
的
美
人
な
り
し
こ
と

　
　
　
　
　 

杉
　
山
　
み
ち
こ

枯
芝
の
中
な
る
緑
の
幼
草
根
は

し
つ
か
り
と
大
地
に
張
れ
り

　
　
　
　
　 

宮
　
本
　
ふ
み
江

手
の
ひ
ら
に
乗
る
ほ
ど
小
さ
き
み
ち

の
く
の
小
桜
小
鉢
購
ひ
て
旅
終
ふ

　
　
　
　
　 

所
　
　
　
美
恵
子

孫
と
す
る
こ
の
ゲ
ー
ム
横
文
字
あ
ま
た
あ

れ
ば
馴
染
め
ず
た
び
た
び
吾
は
叱
ら
る

　
　
　
　
　 
青
　
　
　
京
　
子

新
聞
と
テ
レ
ビ
と
ス
ク
ー
タ
ー
で
日
ぐ

ら
し
す
老
い
て
独
り
も
退
屈
は
な
し

　
　
　
　
　 

山
　
形
　
式
　
妙

顔
上
げ
て
立
春
の
青
い
空
見
れ

ば
小
さ
き
悩
み
み
な
忘
れ
た
り

　
　
　
　
　 

渡
　
辺
　
千
紗
子

幹
黒
く
肌
に
「
シ
ダ
」
を
生
む
梅

古
木
百
年
余
庭
に
清
く
香
り
来

　
　
　
　
　 

秋
　
山
　
愛
　
子

両
の
手
に
溢
る
る
ほ
ど
の
ふ
き
の

蕗
若
々
し
さ
を
絵
手
紙
に
画
く

　
　
　
　
　 

大
　
森
　
久
　
子

油
切
れ
た
る
機
械
に
も
似
し
わ
が

身
体
再
び
戻
ら
ぬ
若
き
日
を
恋
ふ

　
　
　
　
　 

佐
　
川
　
あ
　
や

前
山
の
緑
の
木
陰
に
鶯
の
声
さ
わ

や
か
に
鳴
き
て
な
つ
か
し

　
　
　
　
　 

阿
良
山
　
ウ
メ
ノ

若
緑
ひ
孫
「
凛
君
」
と
し
て
新

入
学
の
靴
音
高
し

　
　
　
　
　 

仲
　
田
　
こ
　
う

し
い
た
け
を
上
り
下
り
し
て
採
る
山

に
風
に
そ
よ
ぎ
し
カ
タ
ク
リ
の
花

　
　
　
　
　 

鶴
　
田
　
す
　
が

雨
上
が
り
か
す
か
に
浮
か
ぶ
谷
間

か
ら
霧
の
白
さ
に
杉
の
葉
光
る

　
　
　
　
　 

富
　
田
　
欽
　
子

隅
田
川
土
手
に
座
り
て
眺
め
れ
ば

桜
の
花
で
心
癒
さ
る

　
　
　
　
　 

岩
　
下
　
美
知
野

目
覚
む
れ
ば
夫
植
へ
た
り
し
山

桜
今
お
盛
り
と
咲
き
香
る
か
な

　
　
　
　
　 

市
　
川
　
義
　
子

父
母
よ
り
も
夫
よ
り
も
齢
重
ね
た

り
賜
び
し
生
命
の
切
な
く
重
し

　
　
　
　
　 

枝
　
　
　
不
　
美

な
ぜ
尖
る
わ
た
し
の
心
よ
丸
く
な
れ

ま
あ
る
く
な
れ
よ
と
米
を
研
ぎ
を
り

　
　
　
　
　 

片
　
見
　
和
　
枝

渓
谷
の
岩
に
樹
木
に
降
り
積
も

る
雪
の
山
路
は
南
画
の
ご
と
し

　
　
　
　
　 

川
　
上
　
千
代
子

静
か
な
る
雪
の
朝
な
り
訪
い
来
に

し
人
の
息
白
し
熱
を
帯
び
た
り

　
　
　
　
　 

島
　
　
　
愛
　
子

駐
車
せ
む
と
や
っ
と
一
席
み
つ
け

た
り
人
の
出
に
沸
く
第
一
観
梅

　
　
　
　
　 

多
　
田
　
志
保
子

そ
の
決
意
か
た
く
な
に
守
り
ぬ
亡
き
夫
に

好
き
な「
タ
バ
コ
」を
や
め
さ
せ
し
悔
ゆ

　
　
　
　
　 

坪
　
井
　
き
よ
子

山
茶
花
の
垣
根
の
上
に
て
雀
ら

は
春
楽
し
む
か
喋
り
て
止
ま
ず

　
　
　
　
　 

萩
　
谷
　
登
喜
子

咲
き
初
む
る
赤
き
木
瓜
の
花
部
屋
に

活
け
て
春
は
来
れ
り
我
が
心
に
も

　
　
　
　
　 

冨
　
田
　
佐
智
子

旅券 (パスポート) の　　　
　　　　 窓口が変わります

　平成21年６月１日から、旅券 (パ

スポート) の窓口が県パスポートセ

ンターから役場に変わります。

場　所　町民課（役場本庁舎１階）

時　間　

　申請受付：月曜日～金曜日（祝祭

　日、年末年始を除く）午前９時～

　午後４時30分

　交付：申請受付時間及び、土曜日 

　午前９時～正午

対　象　城里町に住民登録をされて

　いる方

その他　交付の際に必要となる収入

　印紙、茨城県収入証紙は会計課で

　取り扱っています｡（平日のみ）

問合せ　町民課

　　029‐288‐3111(内線112)

か

た

お

の
び
る

こな
ぎ
さ

つ
ま

ぼ

け



　
図
書
館
・
郷
土
資
料
館
で
は
、
地

域
の
調
査
・
研
究
に
不
可
欠
な
資
史

料
を
継
続
的
に
収
集
し
、
保
存
に
努

め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
城
里
町
出

身
で
県
内
初
の
女
性
記
者
と
な
っ
た

小
松
原
暁
子
（
本
名
猿
田
ち
よ
）
に

関
す
る
資
料
、
茨
城
の
文
学
・
自
然

科
学
・
児
童
向
け
の
分
野
を
重
点
的

に
収
蔵
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
猿
田
ち
よ
と
い
う
女
性
（
茨
城
史

林
23
号
）
▼
猿
田
ち
よ
の
生
涯
と
短

歌
（
茨
城
史
林
24
号
）
▼
大
正
期
茨

城
県
下
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
・
雑
誌

に
つ
い
て
‐
新
聞
記
者
と
文
学
者
の

関
わ
り
（
茨
城
県
史
研
究
92
号
）
／

い
ず
れ
も
金
子
未
佳
▼
茨
城
新
聞
百

年
史
／
茨
城
新
聞
社
▼
茨
城
女
子
教

育
百
年
の
あ
ゆ
み
／
樫
村
勝
▼
ふ
る

さ
と
文
学
館
茨
城
▼
茨
城
の
文
学
と

風
土
／
堀
江
信
男
▼
茨
城
の
き
の
こ

／
茨
城
新
聞
社
▼
常
陸
秋
そ
ば
／
浪

川
寛
治
▼
茨
城
の
海
藻
／
中
庭
正
人

▼
ぼ
く
ら
の
茨
城
県
／
ポ
プ
ラ
社
▼

茨
城
の
地
理
も
の
が
た
り
▼
茨
城
の

理
科
も
の
が
た
り
／
い
ず
れ
も
日
本

標
準
▼
茨
城
ふ
る
さ
と
の
む
か
し
話

／
藤
田
稔
編
▼
郷
土
歴
史
人
物
事
典

茨
城
／
第
一
法
規
▼
茨
城
県
町
村
沿

革
誌
（
復
刻
版
）
／
千
秋
社
▼
茨
城

の
寺
（
一
）
〜
（
四
）
／
太
平
洋
出

版
▼
茨
城
の
美
術
史
／
茨
城
県
立
美

術
博
物
館
▼
茨
城
県
人
物
・
人
材
情

報
リ
ス
ト
２
０
０
９
／
日
外
ア
ソ
シ

エ
ー
ツ
▼
茨
城
と
親
鸞
／
今
井
雅
晴

▼
城
里
町
埋
蔵
文
化
財
分
布
地
図
▼

し
ろ
さ
と
ま
ち
文
化
財
ガ
イ
ド
／
い

ず
れ
も
城
里
町
教
育
委
員
会

▼
常
北
町
史
編
纂
史
料
石
塚
村
郷
土

誌
▼
城
里
町
文
化
協
会
桂
支
部
古
文

書
解
読
部
第
十
四
集
▼
重
盛
眠
る
小

松
寺
／
山
　
洋
一
▼
常
北
の
文
化
創

刊
号
〜
３
号
／
常
北
町
郷
土
文
化
研

究
会
▼
川
柳
句
文
集
別
嬪
さ
ん
／
今

瀬
博
子
　
ほ
か

　
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
引
き
続
き
郷
土
資
料
の
充
実
を

目
指
し
ま
す
が
、
現
在
入
手
が
困
難

な
も
の
も
数
多
く
、
旧
町
村
時
代
の

も
の
を
含
め
城
里
町
に
関
す
る
資
料

（
町
に
関
連
す
る
事
物
に
つ
い
て
記

述
・
掲
載
の
あ
る
資
料
）、
茨
城
県
や

県
内
地
域
に
関
す
る
資
料
で
ご
寄
贈

い
た
だ
け
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

分
野
・
時
代
・
種
類
を
問
わ
ず
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。(

雑
誌
・

広
報
誌
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
書
籍
の

形
態
で
な
く
て
も
け
っ
こ
う
で
す
）

　
ま
た
、
ご
寄
贈
い
た
だ
け
な
い
場

合
で
も
、
町
に
関
連
す
る
資
料
や
記

述
に
つ
い
て
情
報
だ
け
で
も
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
要
望

・
お
問
い
合
わ
せ
等
も
含
め
て
、
お

気
軽
に
図
書
館
・
郷
土
資
料
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●●

視聴覚資料の利用

学習室の利用

　図書室の資料を借りるときには、利用
登録をします。住所が確認できるもの (保
険証や運転免許証など) をお持ちのうえ、
カウンターにお申し出ください。

図書室開館時→カウンター
図書室閉館時→１階エレベーター脇返却
　ボックス
　(DVDは壊れやすいため、カウンター
　にお戻しください。）

図書室の視聴覚資料(ビデ
オ・ＤＶＤ)に限り館内視
聴できます。

利用の際はカウンターに
お申し出ください。

日 月 火 水 木 金 土
2

3 4 5 6 7 8 9

9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

24 25

26 27 28 29 30

2 3 4 5 6
7 8

5/1

６/1
27 28 29 3026

10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 27
28 29 30

26

31

初めて資料を借りるとき

資料を返却するとき

資　　料 貸出冊数 貸出期間

図書・紙芝居 10冊以内 15日以内

15日以内DVD 3点以内

図書室をご利用ください図書室をご利用ください

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
■休館日・　おはなし会11:00から

郷
土
資
料

　
お
知
ら
せ
と
お
願
い

▼暴雪圏／佐々木譲／新潮
社▼欲情の作法／渡辺淳一
／幻冬舎▼ぼくと１ルピー
の神様／ヴィカス・スワラ
ップ／ランダムハウス講談
社▼がんばらんと！／福田
衣里子／朝日出版社▼足ま
わりの達人／ベストカー／
講談社▼白洲正子の旅／平
凡社▼事典昭和戦前期の日
本／百瀬孝／吉川弘文館▼
介護がラクになるマンガ排
泄ケア／奥井識仁／講談社
▼図解日本アムウェイ／日
刊工業新聞社／日刊工業新
聞社▼正倉院の世界／北啓
太／平凡社▼食べてはいけ
ない添加物食べてもいい添
加物／渡辺雄二／大和書房

４月の新着図書から

17

　心配ごと相談
日　時/５月13日(水)、27日(水)
　　 午前10時～正午
問合せ/社会福祉協議会　029-288-7013
　人権相談
日　時/５月13日(水)
       午前10時～午後３時
問合せ/健康福祉課    029-240-6466
　行政相談
日　時/５月19日(火)
       午後１時～３時
問合せ/総務課    029-240-6466(内線222)

５月４日(月)～７日(木)、
11日(月)、18日(月)、25日(月)

場所：３階会議室

今月のそうだん

今月の休館日
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納税には、簡単で便利な口座
振替をご利用ください

　上入野にある小松寺をご存知ですか？国指定重要文化財の浮
彫如意輪観音像や県指定史跡の平重盛墳墓がある由緒あるお寺
ですが、入り口や境内にある枝垂桜も有名で、３月下旬から４
月上旬には町内外からサクラを見に来る方がたくさんいらっし
ゃいます。
　実はこの枝垂桜の見頃の時期にたくさんのガマガエルが境内
裏の池に産卵に来るため、カエルが大集合するという光景を見
ることができます。住職のお話によると現在は卵がオタマジャ
クシになり元気に泳いでおり、６月上旬になる
とそのオタマジャクシがカエルになり、一斉に
陸に上がるそうです。短時間のことなのでなか
なか見ることはできないようですが、興味のあ
る方はぜひ見に行ってみてください！

しろさと ホット・スポットしろさと ホット・スポットしろさと ホット・スポット
●
健
康
増
進
施
設
「
ホ
ロ
ル
の
湯
」

　
温
水
プ
ー
ル
や
ジ
ャ
グ
ジ
ー
、
サ
ウ
ナ
、
露
天

風
呂
、
薬
湯
、
休
憩
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

料
　
金
　
平
日
大
人
８
０
０
円
、
小
人
４
０
０
円

　
休
日
大
人
１
０
０
０
円
、
小
人
５
０
０
円

　
午
後
５
時
〜
大
人
５
０
０
円
、
小
人
３
０
０
円

営
業
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日 (

祝
祭
日
の
場
合
翌
日)

問
合
せ
　
ホ
ロ
ル
の
湯 

　
　
　
　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
７
７
７
５

お
で
か
け
く
だ
さ
い
！

お
で
か
け
く
だ
さ
い
！

＜小松寺＞

か

り

ん

と
し
の
り

あ

お

い

ゆ

う

か

り

こ

れ
ん

小
泉
　
華
凛
ち
ゃ
ん(

小
坂)

父
・
宏
さ
ん
　
母
・
恵
子
さ
ん

５月７日生まれ

もかちゃん、あさくんのよ
うに元気100倍！パワー全
開！で大きくなってネ

寺
門
　
俊
則
く
ん(

石
塚)

父
・
史
則
さ
ん
　
母
・
美
鈴
さ
ん

５月20日生まれ

明るく元気に育ってね。
ず～っと、ずっと、大好
きだよ

小
池
　
碧
生
く
ん(

那
珂
西)

父
・
正
典
さ
ん
　
母
・
友
美
さ
ん

５月19日生まれ

癒しのあーちゃんスマイ
ルにいつも元気をもらっ
ています。

藤
沼
　
侑
花
ち
ゃ
ん(

那
珂
西)

父
・
哲
哉
さ
ん
　
母
・
純
子
さ
ん

５月22日生まれ

いつも元気な侑花ちゃん｡
明るく思いやりのある女
の子になってね。

松
　
　
蓮
く
ん

(

増
井)

父
・
武
哉
さ
ん
　
母
・
礼
子
さ
ん

５月26日生まれ

蓮、健康ですくすく育っ
てね！

川
村
　
璃
湖
ち
ゃ
ん(

下
赤
沢)

父
・
友
和
さ
ん
　
母
・
美
奈
子
さ
ん

５月28日生まれ

いたずら大好きリコちゃん。
いっぱい食べて大きくなって
ね｡お姉ちゃんとも仲良くね｡

５月生まれの
１才は

人13

町 人口の ４月１日現在 の今月 納税等

５月１日発行人口

男

女

世帯

22,166人

10,815人

11,351人

7,392世帯

人　数

－66

－39

－27

±０

前月比
軽自動車税
国民健康保険税 ( １  期 )
水道使用料 (４月分)
下水道使用料 (４月分)
農集排使用料 (４月分)
住宅使用料 (５月分)


